
 2023（令和 5）年 6月 3日（土） 

令和 5 年度が始まり 2 か月が経過しました。中間考査が終わり、1 年生は高校初めての定期考査どうでし

たか。各学年の進路実現に向けての目標は次の通りです。 

3年生： 進路実現に向けた目標を再確認し、具体的な目標を立て行動しよう。 

2年生： 学習習慣が身についているか確認し、自ら高い意識を持って課題に向かおう。 

1年生： 新しい高校生活に慣れよう。「高校型」学習習慣に切り替えよう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可能性に挑戦する ひとり一人の進路実現に向けての各学年での取組  

6 １ 

＊『令和 5（2023）年度 進路の手引き』の発行について＊ 
毎年発行している『進路の手引き』の令和 5（2023）年度版を発行しました。各学年の活用のポイントの

掲載、合格体験記の拡充と入試種別等の索引作成など、昨年度版と一部内容を変更しています。「入試のし

くみ」や「入試関係の手続き」については、日程などが一部変更になっていますが、基本的な内容には変

化はありません。まずは、尾﨑校長先生の以下の巻頭言、「チコちゃんに叱られる」を読んで、『進路の手引

き』発行の意義を理解してください。また、それぞれの学年によって、重点的に読む内容を示しますの

で、しっかりと読んで、手続等にも誤りのないよう注意してください。 

この通信は進路指導部からの大切なお知らせです，生徒の皆さんは保護者の方にも見せるようにしてください。 

5 月 6 日（土）ポートアイランドの神戸

国際会議場において、3 年生が参加する進

路ガイダンスを開催しました。 

大学 45 校、短大 9 校、専門学校 27 校、

就職・公務員１、合わせて 82 のブースを

設けました。各 30 分ずつ、3 回に分かれ、

1 人が３つの大学や専門学校の説明を聞

いたり、個別に相談したりしました。 

生徒が志望進路を絞り込み、進路実現に

向けて自ら行動するきっかけをつくるこ

とができました。これを機会に、大学等の

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽに参加するなど、進路実現に

向けた取り組みを深めてください。 

進路に関する取り組み（1学期） 
◆３年生 
４月 11 日（火） ・・ 進路マップ実力診断テスト 

４月 11・15 日   ・・ 進研総合学力記述模試 

４月 24 日（月） ・・ 進路指導部講話 

５月 6 日（土） ・・ 進路ガイダンス 

５月 27 日（土） ・・ 大学入学共通テスト模試 

６月 5 日（月） ・・ 進路マップ実力診断テスト 

６月 5 日（月）～ ・ 進路希望調査 

６月 24 日（土） ・・ 進研総合学力記述模試 

７月 15 日（土） ・・ 進路指導部講話・指定校推薦ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

◆２年生 
４月 11 日（火） ・・ スタディーサポートテスト 

４月 21 日（金） ・・ 学年進路行事 

６月 5 日（月）～・・ 第 1 回進路希望調査（第 2 回は 2 月） 

６月 24 日（土） ・・ 進研学力模試 

７月 12 日（水） ・・ 進路ガイダンス 

◆１年生 
４月 11 日（火） ・・ スタディーサポートテスト 

６月 ５日（月）～・・ 第 1 回進路希望調査（第 2 回は 2 月） 

７月 11 日（火） ・・ 進路ガイダンス 

 

 

「３年進路ガイダンス」の様子 

『進路の手引き』の各学年のポイント   
重点項目 掲載ページ 主な学年 ポイント 

学問の分野系統 p.15～p.21 1，2年 興味のある分野を出発点として幅広く学問分野をとらえよう。 

大学・短大の種類 

専門学校の位置づけ 

p.23～p.27 

p.28～p.30 
全学年 

大学の学部と学科、大学と短大の違い、専門職大学を知ろう。 

専門学校の課程や種類、各種学校や無認可校にも注意しよう。 

入試のしくみ p.32～p.38 全学年 
入試の種類（総合型、学校推薦型、一般）と大まかな日程を把握しよう。 

どのような対策が必要か考えよう。 

入試関係の手続き p.39～p.43 3年 

出願に必要な書類とその発行手続き（特に「受験報告書兼調査書等発行依頼書」

の担任とのやりとり）、面接や小論文が課された入試の受験者の「受験レポート」提

出を確実に行おう。※「受験レポート」は後輩の受験に役立つ貴重な資料になります。 

指定校制推薦入試の

手続き 
p.44～p.46 2，3年 

p.46「（4）指定校制推薦の受験について」を熟読しよう。その上で希望者は申し出

ること。手続き等の詳細は 3年生 7月のオリエンテーションで説明します。 

※p.95～p.100「指定校制推薦入試の募集状況」は昨年度分。要注意 

進学にかかる費用 p.47～p.50 全学年 保護者に伝えよう。 

合格に向けての準備 p.51～p.60 全学年 
調査書の評定平均値、志望理由書、小論文、面接、学力試験などの説明。日常

の学校生活が大切です。 

就職編 

公務員試験 

p.67～p.83 

p.83～p.88 
2，3年 

概要を理解し早めに取り組もう。3年生は就職者ガイダンスを実施します。 

公務員試験は難関。早くからの対策が必要です。 

合格体験記 p.101～115 全学年 入試種別に、主に今春の卒業生など 59名分を掲載しています。 

 

2023（令和 5）年 

巻頭言 「チコちゃんに叱られる」  校長 尾﨑 文雄 
令和５年２月20日発行の神戸野田学園新聞に，私は人口問題を取り上げました。「今，日本は様々な課題に直面し

ています。その最たるものが人口減少と高齢化です。総務省の人口動態調査によると，令和３年の人口減少数は約7

2万６千人で平成25年以降最大になりました。人口減少は高齢化と強い相関関係があります。総務省が昨年９月に公

表した人口推計によると，65歳以上の高齢者が総人口に占める割合は29.1％で過去最高を更新しました。人口減少と

高齢化率の上昇は今後も続くと見込まれており，これによって経済成長が停滞し地域社会の活力が失われ，ひいて

は日本全体が衰退に向かうと危惧されています」 

その後の２月28日，日本中に衝撃が走りました。令和４年の出生数は初の80万人割れとなり，人口減少数は78万２

千人で過去最大となったことが人口動態推計（速報値）で分かったのです。この２年間でほぼ神戸市の人口が減少し

たことになります。岸田首相は、出生数減は危機的な状況との認識を示し，子ども子育て政策の具体化と推進が重要

と強調しました。これから皆さんが歩んでいく21世紀の日本は，まさに困難な時代なのです。 

厳しい未来を生き抜くためには，早い段階から目標を定め努力を積み重ねなければなりません。皆さんは進路の目

標を決めていますか。NHK総合テレビに「チコちゃんに叱られる」という番組があります。チコちゃんは解答者が

答えに詰まると，「ボーっと生きてんじゃねーよ」という決め台詞を発します（注：決してよい言葉遣いとは言えま

せん）。目標なく高校生活を過ごしていると，あっという間に卒業の日を迎えます。チコちゃんの決め台詞は，私た

ちへの警句とも捉えられるのです。 

この冊子は，皆さんが進路の目標を考える上で参考となる情報を掲載したものです。様々な場面で活用し，進路実

現の一助にしてください。なお，以下は受験に立ち向かうための，私が考える原則です。 

１ 基本的生活習慣を身につけルールを守る  ２ 授業に全力で取り組む 

３ 定期考査等で学力アップ         ４ 家庭学習の時間を確保する 

 

裏面「合格体験記」へ 

「社会との関わり意識」を持って進路を考えよう   
今年の 2 月の「進路希望調査」で、旧 2 年生 1 年生に「教養や知

識を深めるため、新聞やニュースを見ているかどうか」と質問しまし

た。その結果は、右の表の通りでした。このことについて、「道標 3

月号」で次のように述べました。 

新聞やﾆｭｰｽを見ている 2年 1年 

・常に見ている 11% ７％ 

・時々見ている 51% 60% 

・授業で指示があれば見る 31% 28% 

・無回答など ７％ ６% 

 就職試験では、昔から社会の動きについての一般常識が出題され、面接でも社会との関わりが質問されます。大学入試で

は、定員割合が上昇している総合型選抜（旧 AO）の小論文や面接において、ベースに教養が備わっていないと自己表現でき

ない場合が多く見られます。また、大学入学共通テストでは、一般常識や時事問題、データの読み取りなど、教養が備わって

いることを前提に、各教科の専門的な力と関連させ、多くの情報を読み解いたり、知識を応用したりする力が求めらています。

積極的に新聞やニュースを活用しましょう。 

この「道標 3 月号」のコメントに加え、皆さんに取り組んでもらいたいのは、自分の進路選択に関わるよう

な「社会の動向」に敏感になり、進路選択に新聞やニュースの情報を役立てて欲しいということです。 

例）「AIに仕事奪われる 全米脚本家組合がスト」チャット GPT「世界 3億人分仕事が自動化」「影響を受けやすい職業」 (5/27朝日) 



 2023（令和 5）年 6月 3日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから求められる「学力」を示す「大学入学共通テスト」 
大学入学共通テストは、国公立大学入試だけでなく、たくさんの私立大学も入試に利用しています。大

学入学共通テストで求められる力が今大学入試で求められ、また、高校でその力をつけるために、授業の

工夫改善に取り組んでいます。手引きの 65 ページから 67 ページに示しているように、特に大量の資料を

読むスピードと、読解する力はどの教科でも求められています。日常から素早く文章を読み解く練習が必

要です。 

 

大切なのは「学ぶ力」 
進学するにせよ就職するにせよ、大前提となるのは学校の活動に全力で取り組むことです。その根幹と

なるのが、授業や家庭学習で身につける学力です。学力というとテストの点数や偏差値に目が行きがちで

すが、それよりも大切なことは「学ぶ力」としての学力です。目の前の課題に全力で取り組むという学び

に向かう力、授業や家庭学習に集中して取り組むという学びの力、クラスメイトや友人と切磋琢磨しなが

ら取り組むという学びの力、自分で自分自身の課題を見つけて弱みを強みに変えていこうとする学びに向

かう力、このような学ぶ力・学びの力・学びに向かう力をもった人は、テストの点数や偏差値がたとえ今

は目標に届いていなかったとしても、必ず伸びていくポテンシャルを持っています。大学入試であれば、

最後の最後まであきらめずに粘り強く取り組む人が成功します。 

 

また消極的な人はボランティアを経験してみてください。この経験で異世代とのコミュニケーションの大切さを学

び、何よりマイナス思考の私に勇気を与えてくれました。そしてまだ志望校に決まっていない人は、今まで自分が印

象に残ったこと、楽しいことを思い起こしてみると何か見えてきます。最後まで自分を信じてやり遂げてください 
 
関西大学 総合情報学部 合格［一般選抜］            進学総合 令和 4年度卒 
私は 3年の 5月頃にあった進路ガイダンスで関西大学の説明を聞き興味を持ち、目指し始めました。本格的に受験

勉強を始めたのは 8月からでした。入試で一番配点の大きい英語に一番時間を割きましたが、苦手意識のあった古文

などを含め入試科目（英語、現代文、古文、日本史）を全体的に勉強していきました。ほぼ毎日塾に行き、学校や図

書館でも勉強しました。夏休み以降は全体的に復習をしつつ、実践的な演習に入っていきました。当時は夏休み明け

に解いた過去問で思うように点が取れておらずとても落ち込みました。また演習問題でも満足のいく点が取れず、

段々不安が大きくなっていきました。12月からは過去問演習に入り、何度が合格最低点をとることができましたが、

自分の間違いとしっかり向き合い、また学校の先生方に悩みを聞いてもらったり相談することで乗り越えることがで

き、自信を持って本番を迎えることができました。私はこの経験を通して「諦めないことの大事さ」を学びました。

私自身何度も諦めそうになりましたが、たまに休んでも努力し続けた結果、今があります。辛いと思うこともあるか

もしれませんが、そのときは「今の自分が未来の自分を助けるんだ」という気持ちで踏ん張ってみてください。そし

て自分がこれまで積み重ねてきた時間と努力を信じてください。きっと大丈夫。 

 
甲南大学 法学部 合格［一般選抜］              特進・Ａ 令和 4年度卒 
私は 2年生に進級する時にＳコースからＡコースに編入しました。1年生の時には目の前の課題に追われ、それをこ

なすことしかしていませんでした。編入後、まず定期試験の成績を上げようと思い、授業に対して真剣に取り組み、

定期テスト対策を続けることで、2年生の秋頃に勉強をする習慣がつきました。受験勉強は夏頃に本格的に開始し、塾

には通わず、長期休み中も毎日学校で勉強しました。私は参考書よりも動画の方が頭に入りやすかったので、スタ

ディサプリを利用して基礎を学び、夏の間に単語、文法を叩き込みました。秋以降は受験する大学の過去問を解い

て、問題の傾向に合わせて勉強をしました。勉強を始めるのは早ければ早い方が絶対にいいです。でも、周りがどれ

だけやれと言っても、やるべき本人が気付いて動き始めないと意味がありません。わかっていてもやる気が出ない、

ということも多いかもしれないけど、参考書を開いて 1文目を読み始めてみてください。講義型の授業動画を再生し

てみてください。最初のハードルは低くて大丈夫です。 

勉強をする時に大切にして欲しいことは、分らない問題を徹底的に無くすこと。迷うことが無くなれば、時間に余

裕を持って挑めます。勉強法や分からない問題は放置せずに信頼できる先生に頼ってください。素直に取り組む姿勢

があれば先生方は応えてくれるし、心強い味方です。第 1志望の大学には進学できなかったけれど、私は受験を全力

でやり切ったから後悔はないし、この経験を武器にこれからを全力で楽しみたいと思います。 

 
京都産業大学 外国語学部 合格［一般選抜］          特進・Ａ 令和 4年度卒 
私は、第 1志望に一般選抜で合格できました。私の受験経験から大切だと思うことを２つ書きたいと思います。 

1つ目は、自分が行きたい大学は、最後まで諦めずに挑戦し続けることです。自分が京都産業大学を目指すようになっ

たきっかけは、高 2の時に参加したオープンキャンパスでした。その時に、この大学のことをいろいろと知ることが

でき、魅力を感じたからです。高 3になってからは、来る受験に向けて今までで一番勉強しました。学校の対策ゼミ

などにも参加しました。そして、公募制推薦入試や一般入試の前期日程を受験しました。しかし、いずれも合格する

ことができませんでした。この時は落ち込みましたが、すぐに気持ちを切り換えて中期日程を受験し、合格すること

ができました。とても嬉しかったです。たとえ前期がダメでも中期・後期があるので最後まで諦めないことが大切だ

と思います。 

2つ目は、受験に対して後ろ向きにならないことです。自分の場合は中期で合格したので、友達がどんどん進路が決

まっていく中、自分だけまだ決まっていないという状態でした。その時は複雑な気持ちで後ろ向きになりかけました

が、それに打ち勝ち、前を向いて頑張れたので明るい結果を得ることが出来たのではないかなと思いました。 

 

 

立命館大学 経営学部 合格［総合型選抜］          特進・ＧＥ 令和 4年度卒 
私が第 1志望を立命館大学国際経営学科に決めた理由は、しっかりとした理由ではなく、自分の感覚で一番ピンと

来たからでした。そこから総合型選抜を受けるとなると、志望理由書やキャリアビジョンを書かなければいけないの

で、自分の中のその感覚を言語化しなければいけませんでした。それが少し難しかったけれど、色々な先生に何度も

添削してもらう過程で自分の目標や夢が明確になり、最終的に自分が納得できる内容を提出できました。2次試験は

英語面接もあり、練習では、上手く出来ない自分自身に腹が立つことも多かったけれど、諦めずに先生にできるだけ

多く練習していただいた結果、自信がつき、合格することができました。 

合格できた今、私が大切だと思うことは、日頃から小さい目標を立ててそれに向かって努力を続けることです。私

は高校 1年生の時は明確な将来の夢がありませんでした。その時将来のためにできることを考え、思い付いたのが定

期テストの勉強です。毎回良い成績を取ろうと思うとプレッシャーやストレスで辛い時もありました。今思い返せ

ば、そのおかげで精神的に成長できたと思っています。また、英検にも何度も挑戦してきました。準 1級の取得は難

しく諦めそうになりましたが、自分の頑張り次第で成長できることを感じさせられました。私の受けた国際経営学科

の総合型選抜は英検準 1級が絶対条件だったので、その時に頑張って合格できて良かったと心から思っています。努

力を長期間続けることは辛いと思いますが、絶対に少しずつ成長しているので、頑張ってください。 

 
関西学院大学 経済学部 合格［総合型選抜］         特進・Ｓ  令和 4年度卒 
私は勉強以外にも色々なことに力を入れてきました。部活動では吹奏楽部の部長を務め、地方大会ベスト４、全国

大会ベスト５の成績を残しました。総合的な探究の時間の探究活動では、ゼミの代表として２学年の生徒の前で発表

しました。また出願資格でもあった英語検定 2級と漢字検定 2級を取得しました。そして、私が高校生活で力を入れ

たこれらのことが活かせる総合型選抜の学部特色入試で受験しました。 

一次試験は書類審査と小論文でした。書類は担任の先生に何度も添削してもらいながら作りました。また小論文は

過去問などを国語の先生に教えてもらいました。２次試験のプレゼンと面接はたくさんの先生方に指導をお願いし対

策しました。正解のない入試方法ですので、一般入試とは違う苦しさがあり、大会と両立していたので、時間にも追

われメンタルがボロボロになりました。しかし、受験対策の中で自分が本当にやりたいことや将来の目標が明確にな

り、合格することで高校生活でやってきたことが認められた実感が湧き、自信になりました。 

私が受験を通して学んだことは、何事も早めに始めることと絶対に諦めないことです。高すぎる壁が目の前にあった

ら逃げ出したくなりますが、結果がどうあれ、やり切った先には得るものが必ずあります。諦めてしまえばそれで終

わりですし、もったいないです。受験期ははっきりいって本当にしんどいです。でも明るい未来に想像を膨らませて

自分を見失わないように受験を乗り越えて欲しいです。 

 
姫路大学 看護学部 合格［学校推薦型選抜・指定校制］     進学総合 令和 4年度卒 
 私の夢は、母子ともに安心した日常が送れるように寄り添いながらサポートできる助産師になることです。きっか

けは、私が 5歳の時に弟ができて新生児室に居た弟を見ていると中にいた助産師さんが出てきて私に声を掛けてくれ

ました。「安心して大丈夫だよ。」私はこの言葉で凄く安心しました。そしてその助産師さんは戻られると新生児やお

母さんに一生懸命向き合っている姿に尊敬し助産師という職業を追いかけるようになりました。 

 高校 3年間はダンス部に所属していました。「全国制覇」を目標に何事にも真摯に向き合い、人との関わりを大切

にしてきた 3年間が何より、大学合格に繋がったと確信しています。今年は全国大会で特別賞を受賞しました。それ

からは、活動実績や評定平均、小論文、面接が評価の対象となるため、夏の全国大会を終えてからは時間を無駄にす

ることなく対策をしてきました。面接の内容を何回も考え直したり、小論文の模試を解いたりして何回も繰り返しま

した。たくさんの先生方に小論文を添削していただき課題点を見つけ、納得がいくまで面接練習もしました。やれば

やるほど自信が付き不安も無くなりました。たくさんの方の支えがあってこその合格であり、とても感謝していま

す。私が後輩のみんなにアドバイスするとしたら、絶対に誰にも負けないという自分の強みを見つけて最後まで諦め

ずに取り組み何事にも一生懸命頑張ってください。 

 
兵庫県立大学 環境人間学部 合格［学校推薦型選抜・公募制］   特進・Ｓ 令和 4年度卒 
 私は、第 1志望の環境人間学部に合格しました。高校受験で失敗し神戸野田高校に入学したので、大学受験は全力

で取り組もうと決め、入学当初から国公立大学合格の目標を掲げました。しかし、模試の結果は悪く、一般受験で挑

戦する力がなく、自宅から通える兵庫県立大学の公募制推薦を受けようと決心しました。 

 3年生の夏に推薦対策を本格的に始めました。英文要約を含む小論文があったので、苦手な英語を真っ先に勉強し

ました。あやふやな文法も多く、単語を覚えていなかったので、いきなり長文はせず、英語を１からしました。ひた

すらネクステとターゲットを繰り返し、夏明けには、文法を理解できるようになりました。そして、いよいよ 1番不

安だった面接練習が始まりました。初めての練習では、考えていた言葉が出てこず、固まってしまいました。その

時、先生から箇条書きで伝えたいことをまとめることが大事だとアドバイスをいただき実践しました。すると、言葉

がスラスラと出てきて、簡潔に伝えることができるようになりました。たくさんの先生方の練習のお陰で本番は適度

な緊張で挑むことができました。 

  

 

先輩たちの「合格体験記」を読もう 
合格体験記を書いた先輩たちはそれを単に「たいへんなものだ」とあきらめるのではなく、「自分を成長させるものだ」とプラスにとらえ、挫折を経験しながらも、最後まで自分を信じ切ることで合格・内定に至った

ということに気づいてほしい。また、多くの先輩たちが、周りの人への感謝を述べていることにも気づいてほしい。皆さんは、先輩のように、また先輩を超える意気込みで自分自身の進路実現を目指してほしい。 

 

令和５年度 進路指導部の担当者 
  

進路指導部長 就職担当 片岡 正光  特進部長兼進路指導副部長  好村 隆広 
      

進路係・情報担当   出口 国剛   情報担当 中野 唯香 
   

よろしくお願いします。 


